
手順１ パソコンやスマートフォンから 海しる へアクセスします。 （ 海しるHPアドレス https://www.msil.go.jp/ ）

クリック！

※データ（kml）は事前にご使用の端末へダウンロードしておいてください
※インターネットブラウザはお好みで問題ありませんが最新版の使用を推奨します
※「海しる」だけでなく、kmlの読込に対応した様々なソフトウェアがあり利用することも可能です

kmlデータの海しる利用・事例（１/13）

初期ページが表示されます

https://www.msil.go.jp/


手順２ ｋｍｌデータを取り込み（インポート）します。
作図/算出
ボタン

※データは「ドラッグ＆ドロップ」または「ファイルを選択」のどちらかで入力します

「読込」タブ
をクリック

kml

kml
ファイルをドラッグ＆ドロップ または「ファイルを選択」を

クリックしてファイルを指定

ファイルを入力するとファイル名
が表示されます

読込が成功するとメッセージが
表示されます

※右例では五管区水路通報８年３４号を入力

※メッセージ確認後に右上の「×」をクリック

kmlデータの海しる利用・事例（２/13）

「ファイルを選択」した場合
は「読込」をクリック



手順３ ｋｍｌデータが地図上に表示されます。

点や線、区域などの
図形が表示されます

作図/算出メニューの「リスト」で一覧表示することもできます

作図/算出
ボタン

※基本的な操作方法は次ページから紹介します（事例は後半）

kmlデータの海しる利用・事例（３/13）



ｋｍｌデータの内容を表示・確認します。（例として五管区水路通報を表示）

図形をクリック

一覧表示（リスト）の項目をクリックしても確認できます

＜その他の操作＞

図形を表示 チェックを入れると図形を表示
チェックを外すと図形を非表示

ラベルを表示 チェックを入れると名前を表示
チェックを外すと名前を非表示

※長さ、面積の単位は変更することができます

情報の内容を
確認できます

クリック

kmlデータの海しる利用・事例（４/13）



図形を編集します。

四角点

図形の頂点を編集するときは、、、

＜代表的な操作＞

形状変化 マウスで周囲の四角点を操作

図形を回転 図形上部にある丸点を操作

図形を移動 線（枠）内で左クリックしながら移動

頂点を編集 編集状態で右クリック

編集終了 頂点または編集点以外を左クリック

任意の図形を１回左クリックして選択
続けて左ダブルクリックをすると編集状態になります
※編集状態では上図のように線で囲まれます

四角点
丸点

編集点（白）

頂点（橙）

点を移動 頂点または編集点を左クリックして移動
編集点の場合は頂点に変わります（点の追加と同じ）

点を追加 編集点を左クリックすると、その両隣に編集点が追加されます
左クリックした編集点は頂点に変わります

点を削除 頂点を右クリックすると、その頂点が編集点に変わります
両隣にある編集点は削除されます

※図形の編集は一覧表示（リスト）から操作するほうが直観的に分かりやすいです
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図形を編集します。（前ページからの続き）

四角点

＜メニューから操作できる内容＞

・ 図形の色や透明度、塗りつぶし
・ 線の種類や太さ
・ 図形のラベル（タイトル）やその内容
・ 頂点などの各位置座標（追加、削除、変更）

上記のほか、ドーナツ状に図形内をくり抜くことも
できます

四角点
丸点

編集したい図形の右横
にある「編集」をクリック

※一覧表示（リスト）から編集する場合

kmlデータの海しる利用・事例（６/13）



空中写真とkmlデータを重畳（重ね合わせ）します。

手順２及び３と組み合わせると、空中写真を背景にkmlデータを確認（表示）できます。

背景地図ボタン

＜選択可能な背景図＞

公共地図、地理院地図（日本語、英語）、空中写真、海底地形図など

空中写真
をクリック

背景が空中写真
に変わります

kmlデータの海しる利用・事例（７/13）



様々な情報と重畳（重ね合わせ）します。（例として「船舶通航量」を表示）

メニューの「レイヤー操作」タブでは表示した情報に対して様々な操作をすることが
できます、例えば「船舶通航量」では以下の操作が可能です。

自動更新のON/OFF切り替え、月毎の表示設定
各データの表示/非表示を切り替え、表示データの透明度設定

メニューにある
「船舶通航量」
をクリック

右端にあるボタン
をクリック

「船舶通航量」
が表示された

kmlデータと
比較可能

kmlデータの海しる利用・事例（８/13）



航路近傍にある区域（ポリゴン）をクリックすると、五
管区水路通報の該当情報が表示されます。

ここでは航路付近で「水深減少」情報があることが
分かります。
左図から、水深減少は航路外であることが分かりま
す。

「港則法航路」
を表示させます

右端にあるボタン
をクリック

情報が表示された

kmlデータを
クリックして選択

事例１ 五管区水路通報（ｋｍｌデータ）が航路にかかるかどうか確認します。

※例では阪南港、岸和田航路付近を表示しています
※あくまで情報の確認であり、船舶の航行には海図と関連する水路通報を参照してください
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クリックした区域（ポリゴン）にかかる五管区水
路通報の該当情報が表示されます。

ここでは空港の沖側で工事が実施されている
ことが分かります。
左図から、工事区域は船舶の通常航行する
ルートから外れていることを確認できます。

「船舶通航量」
を表示させます

右端にあるボタン
をクリック

情報が表示された

kmlデータを
クリックして選択

事例２ 五管区水路通報（ｋｍｌデータ）が通航に影響あるかどうか確認します。

※例では徳島飛行場付近を表示しています
※実際の航行においては見張りの励行など安全運航に努めてください
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河口付近にある区域（ポリゴン）をクリックすると
五管区水路通報の該当情報が表示されます。

ここでは河口付近にある干出帯が西側へ大き
く広がっていることが分かります。
左図から、河口に近づくことが危険であることを
事前に確認することができます。

「空中写真」
を背景にします

地理院地図（写真）
をクリック

情報が表示された

kmlデータを
クリックして選択

事例３ 五管区水路通報（ｋｍｌデータ）を空中写真で確認します。

※干出帯の広がりは厳密に分からないため付近の航行時は近づかないよう注意してください

kmlデータの海しる利用・事例（11/13）

背景地図ボタン



五管区水路通報を表示します。

航行予定区域の情報を事前に参照してお
き、通航ルートの検討に役立てます。
左図では最短距離を通ると工事区域にかか
ることから、迂回ルートを検討することで船舶
を安全に運航させることができます。

工事情報 工事区域を避けて通る
ルートを計画します

事例４ 五管区水路通報（ｋｍｌデータ）を参考に通航ルートを検討します。

工事情報

工事情報

※例では高知港を表示しています
※実際の航行においては見張りの励行など安全運航に努めてください
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錨地付近にある点をクリックすると、五管区
水路通報の該当情報が表示されます。

左図から、錨地付近で「水中障害物」が存
在していることが分かります。
錨泊する際に支障がある可能性を事前に
察知できます。

「指定錨地」
を表示させます

右端にあるボタン
をクリック

kmlデータを
クリックして確認

事例５ 五管区水路通報（ｋｍｌデータ）から港湾施設付近の最新情報を確認します。

※例では神戸空港沖を表示しています
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